
文化会館代替施設整備案（結とぴあの改修）
○結とぴあ多目的ホールの改修内容案

整備内容 概算事業費 備考

① 音響設備の入れ替え 51,253,400 音響操作卓、コラムスピーカー、固定はね返りスピーカー、マイク等

② 照明設備の入れ替え 67,778,260 ロアーホリゾントライト・スポットライト類、ＬＥＤ制御盤、調光操作卓、スクリーン設置等

③ 上部窓部分へのルーバーの設置 19,272,000 反響音や騒音の制御

④ 上部窓部分への防音カーテンの設置 6,039,385 既存カーテンを防音カーテンに取り替え

⑤ 出入口ドア部分への防音カーテンの設置 1,196,294 ドア６か所に防音カーテン新設

⑥ 出入口ドア部分の防音改修 34,973,400 ドア６か所を防音ドアに改修

⑦ 天井の防音改修(特定天井の改修含む) 45,679,225 天井下地の新設、防音天井材の設置

⑧ 移動式音響反射板 12,406,240 備品

⑨ 壁面吸音改修 35,006,070 音楽室壁面程度の吸音改修

⑩ 可動式ひな壇の設置 21,127,040 ステージ下部から引き出し

小計 Ａ 294,731,314

合計 Ｃ（Ａ＋Ｂ） 298,447,527

諸経費 Ｄ 149,223,764 合計Ｃの50％

事業費計 Ｅ（Ｃ＋Ｄ） 447,671,000 千円未満切捨て

設計費 22,383,550 事業費計Ｅの5%

監理費 22,383,550 事業費計Ｅの5%
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○結とぴあ諸室の改修内容案
整備内容 概算事業費 備考

⑪
１階ロビー南側に防音部屋を設置 1,471,113 壁面１面新設＋室内防音

〃 個別空調を設置 2,245,100 空調２基

小計 Ｂ 3,716,213

資料１



コスト比較
（参考）

①
当初整備案

②
現文化会館
建替え

②-1
駅東公園

新築

③
結とぴあ増築

④
有終公園（図書館）増築

(駐車場西側のみ)
文化会館を整備しない場合

代替案
結とぴあ多目的ホール改修

跡地を更地
にする場合

跡地を広場・
駐車場(ｶﾗｰ)
にする場合

跡地を更地
にする場合

跡地を広場・
駐車場(ｶﾗｰ)
にする場合

跡地を更地
にする場合

跡地を広場・
駐車場(ｶﾗｰ)
にする場合

跡地を更地
にする場合

跡地を広場・
駐車場(ｶﾗｰ)
にする場合

施設整備費（基本設計費含む） 3,655,039 2,469,804 2,449,940 1,981,989 1,981,989 2,483,391 2,483,391 0 0 492,437 492,437

現文化会館の解体費＋跡地整備費 208,626 208,626 276,540 208,626 304,502 208,626 304,502 208,626 304,502 208,626 304,502

上記計（総事業費） 3,863,665 2,678,430 2,726,480 2,190,615 2,286,491 2,692,017 2,787,893 208,626 304,502 701,063 796,939

総事業費のうち市負担額 834,633 504,173 513,167 584,953 429,550 678,797 523,387 208,626 53,216 295,025 139,617

（単位：千円)

市⺠の文化活動に対する⽀援策
○結とぴあ多目的ホールを文化活動の発表の場とする場合の支援策

支援内容 対象 負担額

防水シート（必要であればカーペットも）及びパイプ椅子（最大800席程度想
定）の設置・撤去業務の市内業者への委託費用を市が負担する。
（今後の公共施設使用料改定に併せて費用負担を検討）

多目的ホール利用団体 防水シート＋カーペット＋パイプ椅子（800席）設置・撤去委託料 100千円／回(シルバー人材センター)
・年間負担見込20件×100千円＝2,000千円
大野市公共施設使用料減免規則の規定に準じ、免除または減額を行う。

○県内文化ホール利用者に対する支援策

補助内容 対象者 負担額

音響や照明設備の整った県内の文化ホールで文化事業
を実施する市民や市内文化団体に対し、施設利用料と
バス賃借料の一部を市が負担する。

ハートピア春江（764席）、フェニックスプラザ（2000席、500席）、福井県
県民ホール（535席）、ハーモニーホール（1456席、610席）などの県内文化
ホールを利用する市民及び市内文化団体

例:ハーモニーホール（小ホール）施設利用料（土曜＋日曜）250千円＋バス(4台)賃借料
340千円－現文化会館利用料（文教加盟団体50％）88千円＝502千円
・年間利用見込5件×502千円＝2,510千円

（国庫補助が６０％の場合） 135,664 96,752 97,930 90,769 77,425 107,334 93,990 20,863 7,519 38,693 25,349

事業費に係る単年度市負担額 Ａ
（起債返還開始から１０年間）

77,650 46,268 47,167 55,074 39,534 63,731 48,190 20,863 5,322 29,503 13,962

年間収支 Ｂ
(ランニングコスト - 収入）

41,596 31,963 31,963 22,009 22,009 26,456 26,456 0 0 5,693 5,693

年間負担額 Ａ＋Ｂ
（起債返還開始から１０年間）

119,246 78,231 79,130 77,083 61,543 90,187 74,646 20,863 5,322 35,196 19,655

（国庫補助が６０％の場合） 998,818 689,382 701,162 721,806 588,368 850,269 716,830 208,626 75,187 329,995 196,556


